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【目的】精神科作業療法（以下、精神科 OT）の記録は、作業療法士（以下、OTR）の個々
の力量にゆだねられ質のバラつきが生じていることは否めない。本研究では将来的に精神
科 OT の体系的な記録システムの開発を目指すために、現状における臨床記録の視点を把握
する調査を実施した。 
【方法】1）対象：静岡県内で入院施設を有する精神科病院に勤務する OTR のうち、経験
年数が 3 年以上で、入院もしくは外来を担当する者とした。2）手続き：静岡県西・中・東
部に 1 カ所ずつ会場を設け、対象者に対し 2 種類の調査票への記入と経過記録に関するグ
ル－プインタビュ－を実施した。3）調査内容：(1）経過記録頻度調査票；精神科 OT の経
過記録の記入の際に「どのような事実を、どのくらいの頻度で記録しているか」を調査す
るために作成した 62 項目からなる自己記入式尺度（5 段階、得点が高いほど記録頻度が高
い）（2）基本属性調査票；9 項目からなる自己記入式調査票（1～7 項目は基本情報、8～9
項目は経過記録頻度調査票記入の際にイメ－ジする対象者と場面を尋ねる）。（3）グル－プ
インタビュ－ ;日頃、どのような視点で経過記録を書いているか自由に発言してもらった
（90 分程度）。発言内容は同意の上 IC レコ－ダ－で録音した。なお本研究は聖隷クリスト
ファ－大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
【結果と考察】3 会場で計 11 名の参加者（入院担当 6 名、外来担当 5 名）の回答より、記
述頻度の高かった 10 項目（表情、集中・持続、意志・意欲、参加・交流、正確さ・丁寧さ、
協調性、工程や結果の理解、活動への興味・関心、基本的配慮、指示の理解）および低かっ
た 10 項目（料理、交通機関の利用、公共機関の利用、入浴、食事、体型、呼吸、電話の利
用、洗濯、鼓動）が得られた。 また、担当種別（入院・外来）による記録頻度の違いを
Mann－Whitney 検定により比較すると、上肢・下肢の動きについては入院の方が、公共機
関の利用については外来の方が有意に高頻度で記録していた（共に P＝0.017）。また、グ
ル－プインタビュ－の逐語録を質的に分析した結果、作業活動への取り組みや対人交流の
様子などの【毎回記録する内容】と、肯定的変化や阻害要因などの【変化があった時に記
録する内容】、さらに OT の視点や今後のプランなどの【必要性を感じた時に記録する内容】
の３つに分類された。今回の結果から、OTR は全般的には認知や課題遂行、心理面、集団
における記録を重視する傾向が見られ、社会資源、身辺管理、自律神経系については対象
者によって記録していることが伺えた。また、経過記録では毎回の状態像を横断的に掴み
（毎回記録する内容）、その積み重ねを縦断的に捉え（変化があった時に記録する内容）、
記録している様子が伺えた。今回の結果を足がかりとして、精神科 OT の経過記録様式の体
系化に必要な要件とは何か、さらに検討を重ねたい。 
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